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橈骨遠位端骨折へのDRP掌側プレートの使用経験
－問題例・反省例を中心として－
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社 DRP掌側 plate を用いて治療を行った．本プレートの特徴と，我々が経験した問題・反省症例
の分析を行った．
問題症例の内訳は，plate の位置不良，整復の不足，過矯正など主に手技によるもの，plate の切
断や bending 時の locking hole の変形，併用したwire,screw との干渉により locking hole にバット
レスピンが刺入できなくなるなど，本 plate システムの理解・習熟不足によるもの，plate の折損
や変形など plate の強度，あるいは plate の選択にものであった．また，文献的には screw 先端や，
plate 断端での腱断裂も報告されている．












































































しかし，経過中に dorsal tilt は１３°と進行し
た．plateがたわんだと考えられた（図－８）．
Locking hole が歪んだためバットレスピンが使用できなくなった．











































Locking Distal Radius Syste＊ Synthes/Mathys
Matrix Sart Lock Stryker
Stellar＊ 日本ユニテック
＊threadless pinの使用が可能
dorsal tilt３８°の変形治癒 術後 dorsal tilt５° 骨癒合時 dorsal tilt１３°
変形治癒症例の矯正骨切りに使用．
L : lunate, S : scaphoid, U : ulna, R : radius
図－８ plate の強度不足
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図－１０ threadless pin の利点
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